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策定にあたって

祭器次車津市総会針重苦のスタ}トの年である平成 22年度i立、各

種事業を捻進していく怠重要な袴鍛でもあるが、一昨年秋からの世界

金融不況の筋線により、本市をとりまく経済状況は非常に厳しい状

織となっている。また、閣における発期債務残高金~ 600兆内告と慾

えていることかされ施策の推進に必要な財源がこれ或で以上、護霊tこ

求めることが蜜難マあると予測議れるとともに、本討すにおいても、

市の歳入の様幹をなす市税収入の向、特iこ法人市民税は厳しい状況

にある。

一方、歳出においては、少子化・高齢化毒事の栓会経済情勢の変化

に伴い、子育て支援、高齢者繍祉等の役会保障関連銀緩や給食セン

タ一、ク!J-ンセンタ}をはじめとする施百貨の更新事業者事に大きな

将来負担が予測され、近い将来を見渇した峰、財政運営はキ裂き議厳し

い状況が見込決れる。

したがって、本財政運営鈴蘭は、針演に位置付けることにより患者

実に事費総会推進するとともに、収支の均衡告と話題ちながら、次世代必

死据えた持続可書きな自治体経営を行うために策定するものである。

1.目的

本計測は、祭器次草海市総合計画(費十擁護翼護衛:平成 22年度~平

成 32握手皮〉に将来像として掲げた F出会いが織りなすふるさと

“元気"と “うるおい" のある議ち 耳主総』を実混寸るため、

議愛しい財政状況が見込まれる中にあっても、 f滋択Jと「集中j を

行い、各種事事後の推進を隠るためのものである。 

2.計醐期需

脅十imi拐罪毒i立平成 23年度から平成 25年度までの 3年掲とする。 

3.対象事業看護憲用方法等

本計喜援は、事業費総署震が概ね 1骨量F号以上のハ…ド理事業を対象とす

るe

本計衡の運用については、 S議定方式と To主主、警十随の背景となる

社会緩語写機勢の変化や事業実施における線灘の状況等にFおとて、毎

年度必凝えま見直しを行うものとする。

なお、新たなを士会資本綾備総合交付金紋当事芸能については、持交

付金への採択毒事の動向が不透明なため、来年度以降の財政運営計画

へ反事長谷せていくものとする。



4.計蜜(H23-H25年綾)1こ位議づけた事業(24事業)肉【新規]� 5事業

本計量蜜の策定にあたっては、� f務総との協働のまちづくりj を基盤とし、『出会いが織りなすふるさと “元気"と“うるおい"のあるまち 家事者五

会将来像として、以下合計簿家多様どした。� 

fEまちづくりの議本治相� 

(1)r人jが輝くまちへ


小・中学校トイレ改修理葬祭
 

IJ、・中学校総幾織強・大規模改殺事業


小・中母校老朽校舎改築療費韓


小・中学校校舎潮簸毒事態備本幾


学校給食センタ山政策事幾


史跡家事世檎本陣保存型産偶者停幾
 

(2) r安心jが得られるまちへ

第五保育所接備事業

[新規]民間保育所総隊獲徽補助金(南家事者飲筒口潟辺)

[新規}鐙様幼稚甑勢備事幾

親水性河川!猿備著書薄緑

公共下水道整備事業(雨水}� 

(3) r心地よさjが感じられるまちへ

ロクハ公園整備事業

廃棄物燐都施設整傷害事業

リサイクルセンタ}整機事業

市営住宅建替え事業〈芦滞思滋}

市営住宅建替え事業{笠総� 2:1弱〉

理事水管整備更新事業

公共下水道整備事業〈汚水}

農業集落排水機能強化事業

大江量産総号号線道路整備事業� 011ノ下ヱ区}

{新規]追分矢倉予言I-UIIl幾重量道整僚理事業

{章者支悪]予言草津駅東口自転車註戦場繋備事業

{新規}草津駅東口エレベーター・エスカレータ象備事業

は)r活気jがあふれるまちへ

葱要量潟水ごt治改良区二期事業の支援
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財政フレーム(一般会計)[平成23年度~平成25年境〕

歳 出
平{当成初路予義務算度) 今平成23年度 平成M年度 平成25年度

計額額 一般財源 計画額 伸び率 一般財源 計画額 伸び華料 一般財源 針蘭翻 伸び率 一般財源

人件費� 6，710 5，868 弘幸� 14 3.0 6，019 6，582 ム� 4.8 5，941 6，810 3.5 5，898 

離政経 費�  

8.308 2.688 8，595 3.5 2，820 8.875 3.3 2.939 9.155 3.2 3，053 
4.487 4.426 4.1生。 ム� 7.7 4.079 3.856 ム� 6.9 3.795 3.968 2.9 3，907 
9.735 7，764 10，131 4.1 8.159 10.012 ム1.2 8.310 10.054 0.4 8，374 

うち対殺週眠官聖書f滋事費量� 35 30 104 197.1 6き� 53 ム� 49.0 36 3 ム� 94.3 3 
投資的縦護者� 3，136 769 ?雰423 136.7 1.328 6，217 ム� 16.2 1.514 6，899 11.0 1.348 

うち財革主連眠望書野総務覇権� 1，642 44 5，590 240.4 328 4，350 ム� 22.2 566 5，037 15.8 249 
繰出金� 4，0盟44 3.754 4，105 0.4 3，763 4.257 3.7 3.904 4.277 0.5 3，921 

うち財駄遣軍事官断簡司停幾� 44 46 4.5 46 44 ム� 4.3 44 44 0.0 44 
その他 話出� 126 30 126 0.0 30 126 0.0 30 126 。剛O 30 

蹴� 36.590 25.299 41.434 13.0 26.1吉S 39.925 入� 3.6 26.433 岳1.289 3.4 26.531 

i歳入灘間収支� 01 ム8121 ム� 7161 ム� 4021 

I δ勾ユ聞のぺ、足主義寵� (H23--H251 八1.930 再万同�  i 

〔収支不足舗への対応策]・事業費の見直し、削減
・基金の活用� s 



財iSt:遺11骨骨十闇個別草案

ートーーー・ 事裁の法事
岨園田・⑤ 事量産の発T'
四四ーー酔 事幾ID総量豊

i 事業指紋聖書と費約、費量殺 ， 
事調陣内務�  

~'".. ._.，-進本方向lおがゴザ鈴 事業主ー� 23年度H6棚修ト同船 2鞘.~- ---
度一年一� 

~小・中学筏トイレ量生脅開業 i 波野:震笠Jl{寝袋Fによ普劣絡した寧絞トイレ部議� i tJ、
p
b
-

戸棚輔帽園田ーー田輔同情・ 同欄間酬明欄柑雌山岨幽四1・・ーーーー四四---嗣骨
182，800(47，852) 


川、.中学校地震補強・大規i校骨・体膏銭的紛軍軍繍警告f:fj'い、死� iヱ司11"若草津小屋体、老上小重量体 官控訴τ蕊雨戸予言舶、 疲十五扇F 扇張扇
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行い保育普段績の政事Fを閲品。� 
回目圃曲目田園田圃岬回附 榊(酬輔園田園ーーーー-，田園田岡帽開削酬酬酬酬。�  

246.部� 0(9，300)

官練厭喜重ねに:!l!l1る底調副護理事業|建設補助E，害I竃紋悪繍積軍事書禽E義薦保菅原� 
{衛草津家宮口黒沼)の~T""~島問機搬によ曹、人削減みが

覇軍しい総書露であることから、本経して
{童青幾3 いる保脊務者数4障し、待機Ye_の解消..-ー岡田ーーー田園醐崎。
177，800(主主礎的� }と事事時.. r 1 

4 



財政運営計画個別事業

.ーーー司 事業の着手
ーーー開。 事業の完了

事業の継続

基本方向 基本方針 ...，.設費調事t量-般4財富田 :千円

保実育克の ・就学前敏育

笠縫幼稚園整備事業

『

【新規]安� 
Ir..， 463，400 (37，048) 

由E

得
ら

治れ� 71，000 (300) 
る 水
ま 対

備[特事別業会(酔雨]水公)共下水道整
ち 策
へ� 

900，000(129，160) 

抱や ログハ公

づいす
くのら
り環ぎ� 

270，000(1.370)境-

『 廃源掴賢
，~， 

棄循
地 環
よ 宮型乱闘州肌667)
さ 適芸 リサイクJ時ンター整備事
由S 正の業
感 処理構鈍
じ
ら と� 666，100 (3，900) 

れ
{芦浦団地}Fえ畢葺る

ま 住
ち のま
へ

魅カいと� 
168，600 (10，076) 

向住 (笠縫2期) え事業
上生

活� 

874，900 (96) 

事業の概要と目的、効果� 
23年度

し経、保年育� lζ環よ境り老の朽改化善充し実た園在舎図をる.改築 建殴工事

..-----田ーーーーー

の保全に努め川のる整.備により、水辺環境 伯母川改修工事(浜街道-)

ーーーーーーーーーーーー

し都、市生活計画環境区域の内改善の雨を水図幹る線.を整備 ヰヒ)111 1号工事他� 

------------
場市、民コのミゆュ=とテりやィ思ー形い成の場の場、健と康しての整

備する.

用工事地買戻し

ドーーーーーーーー回目ー

す境る問た』めこみに、の新安定たなし焼た処却施般刷の整在備確立を� 1用生活地環測蝉量・棚地質査調査

行う. 基本殴計{見積仕様書・比較検酎}

「ーーーーーーーーーーー田

民ご等み中処へ間処理の理体啓施制発学股を整習を機一備元す能化をる備とし、えと効たも施率に的股、市なと
生活環境影曹調査
用地調l量・地質調査
基本股酔

する.
←ーーーーーーーーーーー，

に老よ朽り化、良し好た公な住環境づくりえを推る進こすと
|建設工事

る.

トーーーー園田回目ーー田

己老よ朽り化、し好た公な営住住環境宅づを建く替りえをること 建殴工事� 
l 良 推進す
る.

事 業 内� 

24年度

旧園舎解体

容 ---，..~ 
25年度

ーーーーーーーーーーー。

|伯母川改修工事(浜街道-) |伯母川改修工事{訴街道-)

ーーーーーーーーーーーー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー @

狼川� 6 1号工事他 矢橋2 1号工事他

ーーーーーーーーーーー.ーーーーーーーーーーー怪

工事 工事

ーーーーーーーーーーー聞 ーーーーーーーーーーー+

生実活施環計境商影(亮響注調仕査様書・都市軒画
|建股工事

決定〕

ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーー+

生活環境影響欄査 建殴工事
実施計画

ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーー+

|解惇

ー ー ー 園 田 ー ー ー ー ー ー @

|ーーーーーーーーーーー圃」@ 
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